
都市化の進展により、地表がアスファルトやコンクリートで覆われたり、森林や
水田、ため池がなくなることで、雨水が短時間に集中して河川へ流出し、浸水被
害が増加します。これを軽減するため、雨水流出抑制対策に関わる雨水排水計画
についての協議が必要となります。

～安心して暮らすことができるまちの実現に向けて～

開発行為等とは・・・

ア 都市計画法第４条第１２項に規定する開発行為（分譲住宅地を除く）
イ 宅地造成及び特定盛土等規制法第２条第２号に規定する宅地造成及び同条
第３号に規定する特定盛土等

ウ 墓地（墓地，埋葬等に関する法律第２条第５項に規定する墓地）の造成
エ 建築物の建築（建築基準法第２条第１３号に規定する建築）
オ 駐車場の設置
カ 土地の舗装（コンクリート等の不浸透性の材料で土地を覆うことをいい、
ア、イ、ウ又はオに該当するものを除く。）

現況の敷地の状況 必要貯留量
（１ヘクタール当り）

原則 ２５０ｍ３

現況の敷地に
構造物等がある場合 １５０ｍ３

緑地等の種類 低減量
（１平方メートル当り）

緑地 ０．０５ｍ３

透水性舗装 ０．０２ｍ３

舗装、コンクリート
等で覆われていない

地山の状態
０．０１ｍ３

緑地等を設けた場合、必要貯留量
から低減することができます！

雨水流出抑制対策とは・・・

雨水流出抑制対策は、貯留施設の設置を原則とします。１ヘクタール当たりの
必要貯留量を下記に示します。緑地等を設ける場合は貯留量が低減されます。

倉敷市環境局 下水道部 浸水対策室
TEL：086-426-3593 E-mail：inndtn-msr@city.kurashiki.okayama.jp

お問合わせ・雨水排水計画の協議先

出典：国土交通省ウェブサイト（https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/usui_h23/）


